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こ
ど
も
家
庭
庁
に
緊
急
申

入
書
を
提
出
し
、
懇
談
を

行
い
ま
し
た

　

国
の
二
〇
二
四
年
度
予
算
で
は
、
運
営

費
に
お
い
て
「
現
行
の
補
助
基
準
額
」
に

加
え
、「
常
勤
の
有
資
格
者
を
二
名
以
上

配
置
し
た
場
合
」
の
補
助
基
準
額
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
二
四
年
一
二
月
二
四
日
、
全
国
学

童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、全
国
連
協
）

は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政

策 

少
子
化
対
策 

若
者
活
躍 

男
女
共
同

参
画
、
共
生
・
共
助
）
宛
て
に
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
常
勤
職
員
配
置
の

改
善
」
に
つ
い
て
の
緊
急
申
入
書
を
提
出

し
ま
し
た（
本
誌
二
〇
二
四
年
一
二
月
号
、

二
〇
二
五
年
一
月
号
「
協
議
会
だ
よ
り
」

参
照
）。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
は
、
成
育
局
成
育

環
境
課
の
三
名
の
方
が
同
席
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
な
要
望
項
目
は
下
記
の
四
点

で
す
。

１
．
運
営
費
補
助
基
準
額
の
増
額
が
、
指

導
員
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
仕
組

み
に
し
、
保
育
の
質
の
底
上
げ
に
つ
な

げ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
常
勤
職
員
の
定
義
に
、「
ま
た
、
一

日
六
時
間
以
上
か
つ
二
〇
日
以
上
勤

務
す
る
者
は
、『
常
勤
職
員
』
と
す
る

こ
と
」
を
加
え
て
く
だ
さ
い
。

３
．
常
勤
職
員
の
突
発
的
な
退
職
後
、
新

た
な
常
勤
職
員
を
雇
用
で
き
な
い
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
雇
用
体
制
の
維
持

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
す
で
に
給

与
と
し
て
支
払
っ
た
分
も
補
助
金
返

還
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、
補
助
金
を

利
用
し
な
い
こ
と
を
選
ぶ
運
営
者
・
市

町
村
が
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で

安
定
的
な
運
営
を
図
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
常

児
童
対
策
の
一
層
の
強
化
と
放
課
後
の
児

童
の
居
場
所
確
保
に
向
け
、
こ
ど
も
家
庭

庁
と
文
部
科
学
省
が
連
携
し
、
予
算
・
運

用
等
の
両
面
か
ら
令
和
六
〜
七
年
度
に
集

中
的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て
、
令

和
五
年
度
に
示
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
改

定
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
二
〇
二
五
に
お
け
る
新

規
・
拡
充
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
概

要
版
に
は
、「
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
た
受
け
皿
整
備
等
に
関
し
、
引

き
続
き『
場
の
確
保
』『
人
材
の
確
保
』『
適

切
な
利
用
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）』
に
取

り
組
み
つ
つ
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
三

つ
の
課
題
に
対
応
し
た
六
つ
の
対
応
策
を

追
加
し
て
整
理
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、つ
ぎ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
三
つ
の
課
題
〉

①
待
機
児
童
発
生
状
況
の
偏
り
…
…
長
期

休
業
前
に
多
く
の
待
機
児
童
が
発
生

（
時
期
）
／
特
に
必
要
性
が
高
い
小
一

の
待
機
児
童
の
発
生
（
学
年
）
／
一

部
の
自
治
体
に
お
い
て
特
に
発
生
（
地

域
）

協
議
会
だ
よ
り

勤
職
員
配
置
の
改
善
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ
」

を
早
期
に
更
新
し
、
発
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

懇
談
で
は
、
一
七
道
府
県
九
九
市
町
村

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
実
態
を
も
と
に
、
全
国

連
協
か
ら
「
課
題
解
決
の
手
立
て
を
は
か

る
こ
と
」
を
要
望
し
、
こ
ど
も
家
庭
庁

か
ら
「
量
か
ら
質
の
転
換
」「
質
の
担
保
」

に
関
わ
っ
て
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
二
〇
二
五
年
一
月

以
降
、
自
治
体
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
二
〇
二
五
」
が
発

出
さ
れ
ま
し
た

　

二
〇
二
四
年
一
二
月
二
七
日
、
こ
ど
も

家
庭
庁
成
育
局
長
、
文
部
科
学
省
総
合
教

育
政
策
局
長
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
長
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施

設
企
画
・
防
災
部
長
の
連
名
通
知
「『
放

課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
二
〇
二
五
』

に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
待
機
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②
補
助
事
業
の
未
活
用
等
…
…
様
々
な
補

助
メ
ニ
ュ
ー
の
一
層
の
周
知
が
必
要

／
安
全
対
策
の
た
め
の
定
員
管
理
の

必
要

③
関
係
部
局
間
・
関
係
者
間
の
連
携
…
…

福
祉
部
局
・
教
育
委
員
会
間
で
の
連
携

が
不
十
分
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・

学
校
関
係
者
の
一
層
の
連
携
協
力
が

必
要

〈
六
つ
の
対
応
策
〉

１
．
夏
季
休
業
期
間
中
等
の
開
所
支
援
。

２
．
特
に
就
学
に
あ
た
っ
て
の
不
安
が
大

き
い
小
学
校
新
一
年
生
の
待
機
の
解

消
。

３
．待
機
児
童
数
の
多
い
自
治
体
に
向
け
、

民
間
の
新
規
参
入
支
援
、
人
材
確
保
策

の
実
施
、
待
機
児
童
に
対
す
る
預
か
り

支
援
を
行
う
等
の
モ
デ
ル
事
業
等
を

展
開
。

４
．
待
機
児
童
数
の
多
い
自
治
体
に
つ
い

て
、
補
助
事
業
の
丁
寧
な
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
補
助
事
業
の
活
用
状
況
を

含
め
た
取
組
状
況
や
待
機
児
童
の
状

況
の
詳
細
を
公
表
。

５
．
緊
急
的
に
受
け
入
れ
増
に
至
っ
た
場

合
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
更
な
る
方

策
の
検
討
等
。

６
．
運
営
委
員
会
や
総
合
教
育
会
議
の
活

用
促
進
、
学
校
施
設
活
用
に
際
し
教
師

の
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

管
理
運
営
等
の
好
事
例
の
共
有
。

　

そ
し
て
、〈
六
つ
の
対
応
策
〉
に
関
連

し
て
「
具
体
的
な
方
策
」（
以
下
「
方
策
」）

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊�
夏
季
休
業
期
間
中
に
お
け
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
所
支
援
【
拡
充
】

＊�

年
度
前
半
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

所
支
援
の
あ
り
方
の
検
討

＊
適
切
な
利
用
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）

＊�

民
間
事
業
者
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
参
入
支
援
【
新
規
】

＊�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る
職
員

の
確
保
支
援
【
新
規
】

＊�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
へ
の
預

か
り
支
援
実
証
モ
デ
ル
事
業
【
新
規
】

＊�

正
確
な
待
機
児
童
数
把
握
の
推
進
、
待

機
児
童
の
詳
細
の
公
表
【
一
部
新
規
】

＊�

待
機
児
童
が
多
数
発
生
し
て
い
る
自
治

体
へ
の
支
援
【
一
部
拡
充
】

＊�

支
援
の
単
位
あ
た
り
の
児
童
数
の
考
え

方
の
検
討
【
新
規
】

＊�

学
校
施
設
の
積
極
的
な
活
用

＊�

市
町
村
の
運
営
委
員
会
、
都
道
府
県
の

推
進
委
員
会
の
継
続
実
施

＊�

総
合
教
育
会
議
の
活
用
に
よ
る
総
合
的

な
放
課
後
児
童
対
策
の
検
討

＊�

放
課
後
児
童
対
策
の
施
策
等
の
周
知

　
「
方
策
」
の
説
明
と
全
国
連
協
事
務
局

の
考
え
を
記
し
ま
す
。「
夏
季
休
業
期
間

中
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所

支
援
」
に
つ
い
て
の
私
た
ち
の
考
え
は
本

誌
二
〇
二
四
年
九
月
号
、「
学
校
施
設
の

積
極
的
な
活
用
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
同

年
一
一
月
号
の
い
ず
れ
も
「
協
議
会
だ
よ

り
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
＊
学
校
施
設
の
積
極
的
な
活
用
」
の

項
目
で
は
「
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
」
と
の
記
述

が
あ
り
ま
し
た
。「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
指
針
」（
以
下
「
運
営
指
針
」）
の
改

正
に
際
し
て
全
国
連
協
は
、「
全
国
的
な

標
準
仕
様
」
と
し
て
示
さ
れ
た
「
運
営
指

針
」
に
、「
一
時
的
」
な
運
用
の
「
タ
イ

ム
シ
ェ
ア
」
の
記
述
が
加
わ
る
こ
と
は
、

「
恒
常
的
」
な
標
準
仕
様
と
し
て
認
め
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
、
こ
ど
も

家
庭
庁
と
の
懇
談
や
要
望
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、「
児
童
厚
生
施
設
及
び

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
専
門
委
員

会
」（
以
下
「
専
門
委
員
会
」）
の
議
論
を

経
て
、
よ
り
て
い
ね
い
な
記
述
に
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
方
策
」
で
は
、「
タ
イ
ム
シ
ェ

ア
」
の
文
言
が
十
分
な
説
明
な
し
に
示
さ

れ
て
お
り
、
拙
速
に
導
入
す
る
自
治
体
が

出
か
ね
な
い
と
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
「
＊
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
へ

の
預
か
り
支
援
実
証
モ
デ
ル
事
業
」
は
、

「
待
機
児
童
に
対
し
て
、
開
所
日
数
や
開

所
時
間
等
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
程

度
の
預
か
り
支
援
を
行
う
事
業
の
検
討
や

実
証
等
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
」
も
の

で
す
。

　
「
開
所
日
数
や
開
所
時
間
等
が
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
同
程
度
」
と
は
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
令
「
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
」（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」）

「
運
営
指
針
」
に
示
さ
れ
た
職
員
の
資
格

や
配
置
基
準
な
ど
を
担
保
で
き
る
よ
う
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な
仕
組
み
な
ど
に
は
言
及
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
よ
う
や
く
制
度
化
さ

れ
、
公
的
責
任
を
求
め
て
き
た
学
童
保
育

が
、
こ
れ
ら
の
預
か
り
支
援
を
行
う
事
業

に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て

い
ま
す
。

　
「
＊
支
援
の
単
位
あ
た
り
の
児
童
数
の

考
え
方
の
検
討
」
で
は
、「
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
望
ま

し
い
人
数
を
超
過
し
た
場
合
の
考
え
方
に

つ
い
て
整
理
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
利
用

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
こ
ど

も
の
安
全
確
保
対
策
に
資
す
る
観
点
を

も
っ
て
検
討
す
る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
設
備
運
営
基
準
」
に
お
い
て
、
一
支

援
の
単
位
あ
た
り
の
集
団
規
模
が
「
お
お

む
ね
四
〇
人
以
下
」
と
定
め
ら
れ
た
の
に

は
、「
子
ど
も
が
相
互
に
関
係
性
を
構
築

し
た
り
、
一
つ
の
集
団
と
し
て
ま
と
ま
り

を
も
っ
て
共
に
生
活
し
た
り
、
放
課
後
児

童
支
援
員
等
が
個
々
の
子
ど
も
と
信
頼
関

係
を
築
い
た
り
で
き
る
規
模
」（「
運
営
指

針
」
よ
り
）
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す
。

学
童
保
育
の
生
活
の
な
か
で
は
、
安
全
の

確
保
を
必
要
と
す
る
場
面
（
事
故
・
ケ
ガ

対
応
や
不
審
者
の
侵
入
防
止
、
災
害
発
生

な
ど
）
も
起
こ
り
得
る
た
め
、
そ
れ
ら
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
集
団
の
規

模
の
上
限
を
守
る
こ
と
と
、
十
分
な
職
員

体
制
が
必
要
で
す
。

　
「
＊
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る

職
員
の
確
保
支
援
」
は
、「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る
職
員
を
確
保
す
る

た
め
に
、
事
業
の
魅
力
発
信
を
向
上
さ

せ
る
先
駆
的
な
取
組
等
に
必
要
な
経
費

の
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
に

お
け
る
人
材
確
保
を
促
進
す
る
」
も
の
で

す
。

　

現
在
、
指
導
員
の
処
遇
は
依
然
と
し

て
不
十
分
で
す
。
こ
ど
も
家
庭
庁
が

二
〇
二
四
年
度
に
行
っ
た
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
実
施
状
況
調
査
で
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る
職
員
の

数
は
二
〇
万
八
七
八
人
。
そ
の
う
ち

「
認
定
資
格
研
修
」
を
受
講
し
た
数
は

一
一
万
二
三
二
七
人
で
し
た
。
働
き
方
や

処
遇
の
改
善
に
着
手
せ
ず
に
人
材
を
確
保

し
よ
う
と
し
て
も
、
な
り
手
が
い
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ま
す
。「
認
定
資

格
研
修
」
を
修
了
し
て
有
資
格
者
と
な
っ

た
指
導
員
が
、
就
労
を
継
続
で
き
る
た
め

に
は
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充
が
必
要
で

す
。

　

全
国
連
協
と
し
て
も
、
指
導
員
の
育

成
・
定
着
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
あ
げ
ら
れ
た
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
常
勤
職
員
配
置
の
改
善
」

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る
職
員

に
対
す
る
処
遇
改
善
」
を
優
先
し
て
進
め

る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

指
針
」
の
改
正
に
つ
い
て

　

二
〇
二
五
年
一
月
二
二
日
、
こ
ど
も
家

庭
庁
成
育
局
長
通
知
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
指
針
の
改
正
に
つ
い
て
」
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。
施
行
は
、
二
〇
二
五
年
四

月
一
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
こ
ど
も
家
庭
審

議
会
こ
ど
も
の
居
場
所
部
会
の
も
と
に

「
専
門
委
員
会
」
を
設
置
し
、
二
〇
二
三

年
に
閣
議
決
定
し
た
「
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」
の
理
念
等
を
反

映
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
関
係
法
令
等

の
改
正
や
近
年
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

と
り
ま
く
動
向
等
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
を
ふ
ま
え
た
『
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
解
説
書
』は
、

二
〇
二
四
年
度
中
に
発
出
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
連
協
で
は
二
〇
二
四
年
三
月
か

ら
同
年
八
月
ま
で
の
「
専
門
委
員
会
」
の

議
論
を
注
視
し
、
本
誌
で
も
折
々
に
情

報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
改

正
は
、「
子
ど
も
の
権
利
」
や
安
全
対
策

を
意
識
し
た
改
正
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
前
述
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
や
自
治

体
が
示
す
方
策
の
な
か
に
は
、「
運
営
指

針
」
の
内
容
が
十
分
に
担
保
さ
れ
な
い
・

浸
透
し
て
い
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、「
運
営
指
針
」
を
正
し

く
読
み
解
き
、
学
童
保
育
の
社
会
的
理
解

を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


